
第８号様式（第 15 条関係） 

（第１面） 

 

事 業 計 画 書 

 

令和７年９月３０日   

 

三重県知事 あて 

 

事業計画者 

住所 三重県いなべ市北勢町瀬木松之下６３３番地 

氏名 エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社 

   代表取締役社長  伊藤 祐介 

電話番号 ０５９４－７２－７８５０ 

三重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例第21条第１項の規定により、産業廃棄物の処

理施設の設置等について、次のとおり事業計画書を提出します。 

産業廃棄物の処理施設の設置等の

目的 

現状施設の効率化、三重県と太平洋セメント株式会社との

「循環型社会の推進に関する協定書」の協定事項の推進のた

め、既存処理施設（混練）を更新する。（別添書類－１のとお

り） 

産業廃棄物の処理施設の設置等の

場所 
いなべ市北勢町阿下喜字中川原 3419 番地 1 

産業廃棄物の処理施設の種類 混練施設 

産業廃棄物の処理施設において処

理する産業廃棄物の種類 

汚泥（水銀含有ばいじん等を除く）、廃油、廃プラスチッ

ク類（石綿含有産業廃棄物を除く）、ばいじん（水銀含有

ばいじん等を除く）、燃え殻、廃酸（水銀含有ばいじん等

を除く）、廃アルカリ（水銀含有ばいじん等を除く）、ガラ

スくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい 

（上記品目は、水銀使用産業廃棄物を除く） 

 

（※以降、括弧書き省略） 

産業廃棄物の処理施設の処理能力 250.2 t/日（8h） 

産業廃棄物の処理施設の位置、構造等に関する計画 

 

 

産業廃棄物の処理施設の位置 位置図（別添図面－１、２、５）のとおり 

産業廃棄物の処理施設の処理方

式 
連続式 

産業廃棄物の処理施設の構造及

び設備 

配置図（別添図面－５）および 

機器図面（別添図面－８，９）のとおり 

処理に伴い生ずる排ガス及び排

水の量及び処理方法（排出の方

法（排出口の位置、排出先等を含

む。）を含む。） 

排ガスおよび排水は発生しません。 

設計計算上達成することができ

る排ガスの性状、放流水の水質

その他の生活環境への負荷に関

する数値 

排ガスおよび排水は発生しません。 



悪臭の発散並びに騒音及び振動

の発生を防止するための措置 
別紙１（２）のとおり 

その他産業廃棄物の処理施設の

構造等に関する事項 
なし 

 

（規格Ａ４版） 



（第２面） 

 

産業廃棄物の処理施設の維持管理に関する計画 

 

排ガスの性状、放流水の水質等につ

いて周辺地域の生活環境の保全のた

め達成することとした数値 

排ガスおよび排水は発生しません。 

排ガスの性状及び放流水の水質の 

測定頻度に関する事項 
排ガスおよび排水は発生しません。 

その他産業廃棄物の処理施設の維持

管理に関する事項 
別紙２のとおり 

説明会の開催の周知方法並びに事業計画書を公告及び縦覧する方法 

 

説明会の開催

の周知方法 

予 定 日 時 
令和７年１０月２４日（金） 

１６時００分 ～１７時００分 

予 定 場 所 及 び 

収 容 人 数 

エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社 

北勢工場 応接室（収容人数１０名） 

三重県いなべ市北勢町瀬木松之下６３８番地 

周 知 の 方 法 関係地域住民に対し、自治会長を通じて個別に通知 

事業計画書を

公告及び縦覧

する方法 

公 告 の 方 法 

エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社 

ホームページに掲載 

URL: http://www.snk-techno.co.jp/ 

公 告 予 定 日 令和７年１０月８日（水） 

縦 覧 場 所 

（１）エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社 北勢工場 

 三重県いなべ市北勢町瀬木松之下６３３番地 

（２）エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社 統括本部 

三重県四日市市清水町４番４５号 

縦覧 開 始 予定 日 令和７年１０月８日（水） 

縦 覧 時 間 ８時 ３０分 ～ １７時００分（土日祝を除く） 

産業廃棄物の搬入及び搬出の時間、方法

及び経路 

通常の搬入及び搬出の時間：平日及び土曜日、 

８時３０分～１７時００分  

通常の搬入出の経路：国道３０６号鎌田交差点より 

いなべ市道阿第５０号線、阿第５２号線、 

阿第３７号線を経て事業計画地へ搬入、 

搬出は阿第３７号、阿第１０５号を経て搬出

（別添図面－１０のとおり。） 

産業廃棄物の処理施設を使用する日時 
８時３０分～１７時００分のうち８時間 

（平日および隔週土曜日使用） 

産業廃棄物の処理施設の設置等に当たり

行政庁の許可、認可、承認、行政庁に対

する届出その他これらに類するものを必

要とする場合にあってはそれらの手続の

状況 

・いなべ市との「環境保全協定書」について、変更の 
必要が無いことを市に確認済み。（３月４日）。 
本書提出後、「環境保全に係る届出書」を提出。 

事業計画者の 

連絡先 

担 当 部 署 
エス・エヌ・ケー・テクノ㈱北勢工場  

工場長  汲田 亘俊 

Ｔ Ｅ Ｌ ０５９４－７２－７８５０ 

Ｆ Ａ Ｘ ０５９４－７２－７８５１ 



（第３面） 

 

備考 

１ 各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と

記載し、別紙を添付してください。 

２ 次に掲げる書類及び図面を添付してください。 

(１) 産業廃棄物の処理施設及び事業の用に供する施設の配置図 

(２) 産業廃棄物の処理施設の構造及び処理能力（最終処分場にあっては、産業廃棄物の埋立処

分の用に供される場所の面積及び埋立容量）を明らかにする図面及び設計計算書 

(３） 最終処分場にあっては、周囲の地形、地質及び地下水の状況を明らかにする書類並びに

災害防止のための計画及び埋立処分の計画を記載した書類 

(４) 最終処分場以外の産業廃棄物の処理施設にあっては、処理工程図及び処理後の産業廃棄

物の処理方法を記載した書類 

(５) 事業計画地の付近の見取図 

(６) 排水の経路図 

(７) 事業計画地の登記事項証明書及び不動産登記法第 14 条第 1 項に規定する地図又は同条第

4 項に規定する図面の写し 

(８) 関係地域に該当する地域（産業廃棄物の処理に伴い生ずる排水（雨水及び従業員等の生活

排水を除く。）を放流する場合は、放流地点を含む。）を明らかにする図面 

（９）その他知事が必要と認める書類及び図面 
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別紙－１（１） 

中 間 処 理 施 設 に 係 る 事 業 計 画 

基

本

計

画 

施

設

の

内

容 

種     類 法許可 処 理 能 力 １日の稼働時間 

混練施設 要・不要 
 

250.2ｔ、ｍ３／日 

 

8Ｈ／日 

 要・不要 
 

ｔ、ｍ３／日 

 

Ｈ／日 

 
要・不要 

 

ｔ、ｍ３／日 

 

Ｈ／日 

施設使用開始 

予 定 日 
 手続き終了後  

１日平均中間処

理量、及び搬入・

搬出車両台数 

（取扱廃棄物ご

とに記入） 

【日平均処理量】     ： 160 ㎥（192ｔ） 

【日平均受入量（搬入車両台数）】 

汚泥           ： 40 ㎥ （５台） 

廃油           ： 15 ㎥ （２台） 

廃プラスチック類     ： 15 ㎥ （２台） 

ばいじん         ： 15 ㎥ （２台） 

廃酸           ： 15 ㎥ （２台） 

廃アルカリ        ： 15 ㎥ （２台） 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

             ： 15 ㎥ （２台） 

鉱さい          ： 15 ㎥ （２台） 

燃え殻          ： 15 ㎥ （２台） 

 

【日平均搬出量（車両台数）】  ： 160 ㎥ （２１台） 

技 術 

管理者 

又は 

施 設 

管 理 

責任者 

氏  名 汲田 亘俊 

資格内容 

 

 

 

 

処

理

計

画 

廃   棄   物 

 

受入れの方法 

 

・受入は、搬入車輌ごとに場内のトラックスケールにて計量します。 

・その後、ダンプ車、フックロール車で搬入されるものは、産業廃棄物

の種類及び品目ごとに、原料ヤードまたは原料ピットに直接貯蔵しま

す。 

・容器類で搬入されるものは、屋内または屋外保管場所にて仮置きし、

重機を使用して原料ヤードまたは原料ピットに貯蔵します。 

 

添付書類 ： □無 ■有 

【受入設備配置図】別添図面－３、４ 

【受入フロー図】別添図面―７ 

【受入保管場所の容量計算書】別添書類―３ 

 

処 理 の 方 法 

・原料ヤード、原料ピットより数種類の廃棄物を処理施設（混練）に投 

入し、セメント原料として成分を調整して混練を行い、混練後は製品 

ヤードに保管します。 

・製品ヤードより重機を使用してフックロール車に移送し出荷します。 
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添付書類 ： □無 ■有 

【処理施設配置図】別添図面－５ 

【処理フロー】別添図面－７ 

【処理施設機器図面】別添図面－８、９ 

  【製品保管場所図面】別添図面－６ 

【受入保管場所の容量計算書】別添書類―３ 

 

 

処理後の産業廃棄物または処理方法等 

処理後の産

業廃棄物ま

たは再生品

の種類 

セメント原料 

（汚泥） 
  

発生量 

（t/月又は m3/

月） 

4,600ｔ／月   

処理方法 

埋立処分 中間処分  売却 

太平洋セメント㈱藤原工場 

（三重県いなべ市藤原町東

禅寺１３６１－１）セメント

原料として処理委託 
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別紙－１（２） 

構 

 

 

造 

 

 

等 

 

 

の 

 

 

計 

 

 

画 

 

 

 

 

 

構造力学上の 

 

安全性 

材質等 SUS, SS 等を使用します。 

 

添付書類 ： □無 ■有 

（別添図面－８，９ のとおり） 

処理能力の 

 

算定根拠 

処理能力計算書による。 

 

添付書類 ： □無 ■有 （別添書類－２ のとおり） 

腐食防止 

腐食防止の材質、塗料等を使用します。 

 

添付書類 ： ■無 □有 （別添書類－  のとおり） 

飛散、流出 

悪臭の 

発散防止 

・処理設備自体は、密閉されていますので、外部への飛散、流出、悪臭の発散

はありません。 

・荷下ろし、積み込み等の作業は建屋内の作業なので、基本的には外部への  

飛散、流出、悪臭の発散はありませんが、万が一を考慮して、建屋出入口の

シャッターを閉めて作業を行います。  

・臭気においては、事前の受け入れ評価（臭気の強い廃棄物に関しては、分析

評価者以外を含めた複数人および太平洋セメント㈱藤原工場の受入担当者の

臭気評価にて処理可否判断）にて、いなべ市との協定を順守できないような

悪臭物は扱いません。 

ただし、万一に備え効果的な消臭剤等を配備します。  

 

添付書類 ： ■無 □有 （別添図面－  のとおり。）  

騒 音 ・ 振 動 

及 び 粉 じ ん 

の 発 生 防 止       

生活環境影響調査結果書のとおり。 

 

添付書類 ： □無 ■有  

（別添書類－４ 生活環境影響評価結果書のとおり。）  

汚水処理施設 

の 概 要       

フロー図添付 

汚水の発生はありません。 

 

処理方式 ： 

処理能力 ：    ｍ３／日 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 

排 ガ ス 処 理 

施 設 の 概 要 

フロー図添付 

処理による排ガスの発生はありません。  

 

処理方式 ：  

処理能力 ：    ｍ３
Ｎ／ｈ 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 

廃 棄 物 の       

 

受 入 設 備       

位置 ： 別添配置図のとおり  

 

構造 ： 屋内保管施設（原料ヤード、原料ピット、保管場所 B、保管場所 C） 

は、床はコンクリート製で、鉄筋コンクリート製の壁によって囲い  

ます。 

原料ピットは鉄筋コンクリート製とします。  

屋外保管場所はアスファルト敷きで地下浸透を防止します。 

 

規模 ： （屋内）原料ヤード：100 ㎡、125 ㎥（25 ㎥×5 基） 

          原料ピット：18 ㎡、24.3 ㎥（12.15 ㎥×2 基） 

保管場所Ｂ：68.87 ㎡、118 ㎥（フレコン袋 2 段積み）  

保管場所Ｃ：35.89 ㎡、38 ㎥（フレコン袋 2 段積み）    
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（屋外）屋外保管場所Ａ：494.9 ㎡、586 ㎥ 

（耐水性フレコン袋 2 段積み） 

 

添付書類 ： □無 ■有 

【受入設備配置図】別添図面－３，４ 

【容器保管量計算】別添書類－３ 

処 理 後 の 

廃 棄 物 等 の 

保 管 施 設 

 

位置 ： 別添配置図のとおり  

 

構造 ： 床はコンクリート製、鉄筋コンクリート製の壁によって囲います。  

 

規模 ： 製品ヤード：20 ㎡、25 ㎥（25 ㎥×1 基） 

 

添付書類 ： □無 ■有 

【製品ヤード配置図】別添図面－６ 

【容器保管量計算】別添書類－３ 

囲 い 等       

事業場の周囲には、金属製フェンス、赤外線センサーを設置します。 

 

添付書類 ： □無 ■有 （別添図面－１１ のとおり。）  

雨水等の流入 

防 止       

敷地境界内周に側溝を敷設し、工場内への雨水等の流入および工場敷地外へ

の流出を防止します。 

 

添付書類 ： □無 ■有 （別添図面－１２ のとおり。）  

搬 入 道 路       

搬入出経路図のとおり。 

 

添付書類 ： □無 ■有 （別添図面－１０ のとおり。）  

消 火 設 備       

有 無 （有の場合 その概要） 

 

・建屋内には、危険物用消火器を設置します。  

・また、工場内には、廃棄物の発熱の監視のため、赤外線カメラを設置します。 

 

 

添付書類 ： □無 ■有  （別添図面－１４ のとおり。）  

車両足洗設備 有 無 （有の場合 その概要）  添付書類 ： ■無 □有 

駐 車 設 備       有 無 （有の場合 その概要）  添付書類 ： ■無 □有 

管 理 事 務 所       

有 無 （有の場合 その概要） 

・既存の管理事務所にて、マニフェスト管理および搬入、搬出管理を行います。 

 

添付書類 ： □無 ■有  （別添図面－１２のとおり。）  

その他、施設の種類ごとに、規則第 12 条の 2 に定める構造等の基準の適合方法について記載

すること 

該当なし 
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別紙－１（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 

 

 

造 

 

 

等 

 

 

の 

 

 

計 

 

 

画 

 

 

 

 

 

 

 

放流先までの 

 

経    路 

 

（雨水）排水経路図のとおり。 

 

添付書類 ： □無 ■有  （別添図面－１２、１３のとおり。）  

 原             水 放   流   水 

通   常 最   大 通   常 最   大 

排  水  量 ｍ３／日 ｍ３／日 ｍ３／日 ｍ３／日 

水 

 

 

 

 

 

 

 

質 

ｐＨ     

ＢＯＤ mg／L mg／L mg／L mg／L 

ＣＯＤ mg／L mg／L mg／L mg／L 

ＳＳ mg／L mg／L mg／L mg／L 

ｎ－ヘキサン mg／L mg／L mg／L mg／L 

＊その他有害物質等があれば、下欄に記入すること。 

 mg／L mg／L mg／L mg／L 

 mg／L mg／L mg／L mg／L 

 mg／L mg／L mg／L mg／L 

 mg／L mg／L mg／L mg／L 

大 

 

 

 

気 

 

 

 

質 

排ガス

量 

wet               ｍ3
Ｎ／ｈ 

dry               ｍ3
Ｎ／ｈ 

排ガス中の 

酸素濃度（％） 
                ％ 

 処理前 処理後 

排ガス 

温度（℃） 

  

ばいじん 

（g/ｍ3
Ｎ） 

 

 

 

 

塩化水素 

（mg/ｍ3
Ｎ） 

  

硫黄酸化物  

（ppm） 

  

窒素酸化物（ppm） 
  

ダイオキシン類

（ng-TEQ/ｍ3
Ｎ） 

  

＊その他有害物質等があれば、下欄に記入すること。 
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別紙－２ 

維 

 

持 

 

管 

 

理 

 

等 

 

の 

 

計 

 

画 

作 業 方 法 

作業人数：６人  

作業時間：７．５時間（８：３０～１７：００、休憩１時間） 

※順次休憩をとることから、施設としての稼働は８時間／日。 

 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 

受入時の廃棄 

物の性状の分 

析・計量方法 

・産業廃棄物の受入に先立ち、品名ごとに SDS・サンプル分析にて、成分

等を確認します。 

・受入後の内容物の確認は、受入ごとに目視および必要に応じてサンプル 

分析にて実施します。 

・排出事業者または弊社のトラックスケール（計量器）にて、受入れ品名・

品目ごとに計量を実施します。 

 

 添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 

異常事態時の 

 

措 置 

・緊急時マニュアル、緊急連絡網に従い、関係先への通報及び、緊急措置等

を実施します。 

・また、これらの実効性の確認のため、1 回／年以上、緊急（異常）事態を

想定した対応訓練を行います。 

 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり）  

飛 散 ・ 流 出 

 

悪 臭 の 防 止 

生活環境影響調査結果書のとおり。 

 

添付書類 ： □無 ■有  

（別添書類－４ 生活環境影響評価結果書のとおり。）  

火災発生防止 

・工場内の火災防止及び環境保全のため、毎月 1 回、定期的に安全衛生・環

境パトロールを実施、記録します。また、毎月安全衛生会議を開催して災

害防止に努めます。 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 

衛生害虫等の 

 

発 生 防 止 

・害虫の発生要因はないが、万が一発生することがあれば、速やかに殺鼠剤

や殺虫剤の駆除散布を実施します。 

 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 

騒音・振動 

 

粉じんの防止 

生活環境影響調査結果書のとおり。 

 

添付書類 ： □無 ■有  

（別添書類－４ 生活環境影響評価結果書のとおり。） 

放 流 水       

・ 

排 ガ ス 

の 管 理 

項目 管理値 測定頻度 

水素イオン濃度 

（ｐH） 

5.8以上 8.6以下 1 回／月 

生物学的酸素要求

量（BOD） 

25mg／L 以下 1 回／月 

浮遊物質量（ＳＳ） 90mg／L 以下 1 回／月 

大腸菌群数 800CFU／mL 以下 1 回／月 

ノルマルヘキサン

抽出物含有量 

5mg／L 以下 1 回／月 

定 期 的 点 検 

 

機 能 検 査 

・処理設備及び付帯設備について、必要な定期点検（日次／月次／年次）を

行います。 

 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 
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点検、検査の 

記録及び保存 

・点検記録表を用いた定期点検を実施するともに、その記録については 

３年間保存します。 

 

添付書類 ： ■無 □有（別添－  のとおり） 

 その他、施設の維持管理に関する計画 

 ・いなべ市環境保全協定 

平成 19 年 9 月 3 日付けでいなべ市と環境保全協定並びに付属協定を締

結しており、本協定で規定される水質汚濁防止対策、騒音防止対策、廃棄

物処理対策及び悪臭防止対策について、協定項目を遵守して事業活動を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

注） １ 記入欄が不足する場合は、適宜、別紙等へ記入し添付すること。 

２ 次の書類、図面を添付すること。 

中間処理施設の計画概要図 

・平面図、立面図、側面図、構造図、断面図、その他 

敷地内における施設等の配置図 中間処理の計画を記載した書類 

（廃棄物処理のフロー図等） 

その他環境保全の計画を記載した書類 災害防止計画を記載した書類 

設計等の計算書 その他地域防災総合事務所長、地域活性

化局長が必要と認めた書類等 
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産業廃棄物処理施設（混練）更新の目的について 

 

１ 更新に係る経緯 

 

エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社北勢工場（以下、北勢工場）では、設立以来、搬入廃棄物 

を中間処理（混練・中和）し、ほぼ全量を太平洋セメント㈱藤原工場のセメント原燃料に再資源  

化して供給する再生処理連携システムを構築しています。 

 

このため、北勢工場は、第 1 エリア・第２エリア・阿下喜エリアの三エリアで一体運営して、 

太平洋セメント㈱藤原工場への動線を強化して順次整備を進めています。 

 

平成 27 年、初めて、藤原工場へのセメント原料系廃棄物中間処理施設（混練）を、当時の情報で判

断して、阿下喜エリアに設置しましたが、今般、環境展で紹介された機器が、安全性や作業性に優れ、

生活環境影響評価においても改善が図れることが実証出来たため、原料系廃棄物のセメント原料化の推

進のため、既存の処理施設を撤去し、同じ場所に新たな処理施設を設置する計画です。 

 なお、今回の混練施設更新にあたっては、稼働中の既存施設のうち、処理施設本体のみ更新し、保管

施設などの関連施設については、すべてそのまま利用することとします。 

 

さらに、更新機器の性能が大幅アップされることから、藤原工場においては事業の範囲に含まれてい

るものの、阿下喜エリアの既存施設では処理できない「燃え殻、廃酸、廃アルカリ、ガラスくず・コン

クリートくず及び陶磁器くず、鉱さい」についても、処理対象に追加する計画です。 

  

この計画が実現すれば三重県と太平洋セメント株式会社との「循環型社会の推進に関する協定書」 

（別添書類－５）の協定事項の推進のため、特に災害時の産業廃棄物の処理体制の協力取組に資すると 

考えております。（当社も太平洋グループで参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添書類－１ 
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処理能力計算書 

 

1.1 処理能力の考え方 

マゼレーの基本的な処理能力（概算値）を算出するために次の式を使用します。この式は、過去に

実施した社内テストの結果や既生産機の運転実績などを踏まえて、スクリュコンベヤ/スクリュフィー

ダ等に関する計算式※を参考に作成したものです。 

 

Ｗ＝60・ｅ・π・（Ｄ²／４）・ｐ・ｎ 

Ｗ：処理能力〔㎥/h〕 

ｅ：断面効率（パドルが運搬物に及ぼす力のうち、運搬方向に有効な力の割合） 

π：円周率  Ｄ：パドル外径〔ｍ〕 ｐ：パドルピッチ〔m〕 ｎ：主軸回転数〔rpm〕 

 

※ 以下の書籍に記載された、スクリュコンベヤ/スクリュフィーダ（円筒型トラフスクリューフィーダ，U 型トラ

フスクリューフィーダ，バリピッチスクリューフィーダ，ダブルスクリュー，カットスクリュー，リボンスクリ

ュー，パドルスクリュー）の運搬能力に関する計算式等を参考にしています。 

市原正夫･他(1999)『化学工学の計算法』東京電機大学出版局 

一般社団法人日本機械学会(2005)『機械工学便覧 応用システム編 γ1 産業機械･装置』丸善 

一般社団法人日本粉体技術協会(2018)『粉粒体ハンドリング技術』一般社団法人日本粉体技術協会  他 

 

 

1.2 マゼレーKB6200-S 型の処理能力 

現在計画中の『エス･エヌ･ケー･テクノ株式会社殿向け マゼレーKB6200-S 型』で想定される運転条

件をもとに、理論上の処理能力を算出します。 

 

[運転条件] 機材：マゼレーKB6200-S 型 

D：パドル外径 ：0.60 m 

p：パドルピッチ：0.05 m 

n：主軸回転数 ：205 rpm 

 

1.1 項の式に上記の運転条件を適用すると、処理能力は次のようになります。 

尚、計算式中の断面効率ｅの値には、過去の実績等に基づいてメーカーが算出した 0.15 を適用し

ます。 

Ｗ＝60・ｅ・π・（Ｄ²／４）・ｐ・ｎ 

＝60×0.15×3.14×（0.60²／4）×0.05×205 

＝26.06985〔㎥/h〕･･･理論上の処理能力 

 

ここで、１日８時間稼働であること、処理に伴い投入され、処理後出荷される廃棄物の最大比重が

過去の出荷実績より1.2であり、産業廃棄物の品目が増えるものの、撹拌羽根による混練処理であるた

め、処理後物に空気が混入され、比重は既存処理施設より軽くなると考えられ、比重1.2を超える処理

後物を出荷する可能性は無いことから、１日の処理能力は 

26.06985×8×1.2＝250.27056 より 250.2 ｔ／日 となります。 

 

 

別添書類－２ 
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ｎ：主軸回転数 

205rpm 

D：パドル外径 

0.6ｍ 

ｐ：パドルピッチ 

0.05ｍ 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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１.保管場所のドラム缶数　；　　1,196＋840= ２，０３６本

● ドラム缶１本の直径 ； m ( 実寸で０．６で、０．０５余裕)
　  ドラム缶１本の高さ ； m

保管場所① 横幅　　30m   ・　　奥行　　９m

・上記内容より ３０m ÷　０．６５m/本　≒　４６本
　９m ÷　０．６５m/本　≒　１３本

４６本　×　１３本　=　５９８本
５９８本　×　２段積み　=　１，１９６本

保管場所② 奥行　　14m　　・　　横幅　　28m の三角地

・上記内容より １４m ÷　０．６５m/本　≒　２１本
２８m ÷　０．６５m/本　≒　４３本

※ 三角地の２辺部分の空隙率を　０．９３２　と仮定

( 21本　×　４３本　)÷２　×０．９３２　=　４２０本
４２０本　×　２段積み　=　８４０本

保管場所　ドラム缶保管時の略図　　（最大数量）
30m

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 46

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 38
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14m 24
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23

28m ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
○ ○ ○ 3

○ 1
0

屋外保管場所Aの容量計算書（ドラム缶）

598

420

保管場所

ドラム缶数

０．６５
０．９０

保管場所①

保管場所②

別添書類－３ 

屋外保管場所 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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なお、この屋外保管場所 A で保管するフレコン袋入り廃棄物については、 

フレコン袋が耐水性のものを使用している廃棄物のみ保管します。 

 

 

１.保管場所のフレコン袋数　；　　３５０＋２３６= ５８６袋

● フレコン１袋の底辺 ； m
　  フレコン１袋の高さ ； m

保管場所① 横幅　　30m   ・　　奥行　　９m

・上記内容より ３０m ÷　１．２０m/袋　≒　２５袋
　９m ÷　１．２０m/袋　≒　　７袋

２５袋　×　　７袋　=　　１７５袋
１７５袋　×　２段積み　=　３５０袋

保管場所② 奥行　　14m　　・　　横幅　　28m の三角地

・上記内容より １４m ÷　１．２０m/袋　≒　１１袋
２８m ÷　１．２０m/袋　≒　２３袋

※ 三角地の２辺部分の空隙率を　０．９３３　と仮定

( １１袋　×　２３袋　)÷２　×０．９３３　=　１１８袋
１１８袋　×　２段積み　=　２３６袋

保管場所　フレコン袋保管時の略図　　（最大数量）
30m

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

28ｍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14ｍ 9

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ 2

0

118

屋外保管場所Aの容量計算書（フレコン袋）

１．２×１．２
１．２

保管場所

フレコン袋数

175保管場所①

保管場所②

屋外保管場所 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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保管容量（屋内） 

【処理前物】 

 

①原料ヤード（５箇所）  

４ｍ（幅）×４ｍ（奥行）×３ｍ（高さ） 

 

使用する高さを２．５ｍとし、勾配５０％（高さ：奥行＝１：２）で計算すると、 

  ２．５ｍ（高さ）×５ｍ（奥行）÷２×４ｍ（幅）＝２５㎥ となり、 

  このヤードが５つあるため 

  ２５㎥ × ５箇所 ＝ １２５㎥ が保管量となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

②原料ピット（２基）  

３ｍ（幅）×３ｍ（奥行）×１．５ｍ（深さ） 

 

  実際のピットの運用に関しては、深さを９０％を上限とし、 

  ３ｍ（幅）×３ｍ（奥行）×１．５ｍ（深さ）×０．９＝１２．１５㎥ 

  ピットが２基あるため 

  １２．１５㎥ × ２基 ＝ ２４．３㎥ が保管量となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

3m 

4m 

約 26.5 度 

床面 

床面 

2.5m 

3m 

1.5m 

25 ㎥ 

 

12.15 ㎥ 

5m 

側壁 

ライン引き 

1.35m 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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【処理後物】 

 

③製品ヤード（１箇所） 

４ｍ（幅）×４ｍ（奥行）×３ｍ（高さ） 

 

① と同様の計算により、 

  ２５㎥ × １箇所 ＝ ２５㎥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

※ヤードにおいては、側壁（４ｍ）より汚泥の奥行（５ｍ）が大きくなるが、上記寸法に収まるよう 

床にラインを引き、そこから汚泥がはみ出さないように管理する。 

   尚、側壁が５ｍではない理由については重機での作業効率とヤードでの管理効率を高めるためであ

る。 

 

 

 

3m 

4m 

約 26.5 度 

床面 

2.5m 
25 ㎥ 

5m 

側壁 

ライン引き 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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１.建屋内保管場所拡大に伴うドラム缶保管数量　：２８８本＋１４８本=４３６本

◆ ドラム缶１本の直径 ： ０.６５ｍ(実寸で０.６で０.６５ｍ余裕)

   ドラム缶１本の高さ ： ０.９２ｍ

①保管場所Ｂ 【保管場所Ｂ】

※保管場所Ｂ面積：横幅×奥行＝５.６１５ｍ×１２.２６５ｍ≒６８.８７ｍ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

※上記寸法より 　横方向：  ５.６１５ｍ÷０.６５ｍ/本≒  ８本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

　縦方向：１２.２６５ｍ÷０.６５ｍ/本≒１８本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

※縦､横方向保管場数量：８本×１８本＝１４４本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

※保管場所Ｂ合計数量＝１４４本×２段積=２８８本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

②保管場所Ｃ 【保管場所Ｃ】

※①保管場所面積：横幅×縦幅＝６.７２５ｍ×４.１８０ｍ≒２８.１１ｍ2

※②保管場所面積：横幅×縦幅＝５.１２０ｍ×１.５２０ｍ≒　７.７８ｍ2

※保管場所Ｃ面積：２８.１１ｍ2＋７.７８ｍ2 ≒ ３５.８９ｍ2

※上記①寸法より 横方向：６.７２５ｍ÷０.６５ｍ/本 ≒ １０本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

縦方向：４.１８０ｍ÷０.６５ｍ/本 ≒ 　６本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

※①部分の保管数量　：１０本×６本＝６０本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

※①部分の保管数量：６０本×２段積＝１２０本 ① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

※上記②寸法より 横方向：５.１２０ｍ÷０.６５ｍ/本 ≒ ７本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

縦方向：１.５２０ｍ÷０.６５ｍ/本 ≒ ２本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

※②部分の保管数量　：７本×２本＝１４本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

※②部分の保管数量：１４本×２段積＝２８本

※保管場所Ｃ数量：１２０本＋２８本＝１４８本

60

14

屋内保管場所の容量計算書(ドラム缶)

保管場所
ドラム缶数

保管場所
ドラム缶数

144

②

12.265m

5.615m

6.725m

4.180m

1.520m

1.605m5.120m

5.700m

屋内保管場所 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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（参考） 

１.建屋内保管場所拡大に伴うフレコン袋保管数量　：８０袋＋３８袋=１１８袋

◆ フレコン１袋の底辺 ：１.２ｍ
　 フレコン１袋の高さ ：１.２ｍ

①保管場所Ｂ 【保管場所Ｂ】

○ ○ ○ ○ 4

※保管場所Ｂ面積：横幅×縦幅＝５.６１５ｍ×１２.２６５ｍ ≒ ６８.８７ｍ
２ ○ ○ ○ ○ 4

※上記内容より　横方向：　５.６１５ｍ÷１.２０ｍ/袋 ≒  ４袋 ○ ○ ○ ○ 4

　縦方向：１２.２６５ｍ÷１.２０ｍ/袋 ≒１０袋 ○ ○ ○ ○ 4

※縦､横方向保管数量 ：  ４袋×１０袋＝４０袋 ○ ○ ○ ○ 4

※保管場所Ｂ合計数量：４０袋×２段積＝８０袋 ○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ 4

②保管場所Ｃ 【保管場所Ｃ】

※①保管場所面積：横幅×縦幅＝６.７２５ｍ×４.１８０ｍ≒２８.１１ｍ
2

※②保管場所面積：横幅×縦幅＝５.１２０ｍ×１.５２０ｍ≒　７.７８ｍ2

※保管場所Ｃ面積(①＋②)：２８.１１ｍ2＋７.７８ｍ2 ≒ ３５.８９ｍ2

※上記①寸法より 横方向：６.７２５ｍ÷１.２ｍ/袋 ≒ ５袋

縦方向：４.１８０ｍ÷１.２ｍ/袋 ≒ ３袋 ○ ○ ○ ○ ○ 5

※①部分の保管数量：５袋×３袋＝１５袋 ① ○ ○ ○ ○ ○ 5

※①部分の保管数量：１５袋×２段積＝３０袋 ○ ○ ○ ○ ○ 5

② ○ ○ ○ ○ 4 4

※上記②寸法より 横方向：５.１２０ｍ÷１.２ｍ/袋 ≒ ４袋

縦方向：１.５２０ｍ÷１.２ｍ/袋 ≒ １袋

※②部分の保管数量：４袋×１袋＝４袋

※②部分の保管数量：４袋×２段積＝８袋

※保管場所Ｃ合計数量：３０袋＋８袋＝３８袋

保管場所
フレコン数

40

保管場所
フレコン数

15

屋内保管場所の容量計算書(フレコン袋)

12.265m

5.615m

6.725m

4.180m
5.700m

1.520m

5.120m 1.605m

屋内保管場所 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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産業廃棄物保管施設一覧表（阿下喜エリア） 

 

 

 

工　　場 施設名 所在地 種　　　　    　　類 保 管 上 限 備　　　　　考
最大
保管容
量(㎥）

最大
保管量

（比重1.2
計算）
(ｔ）

１４日間
処能力
（ｔ）

混練施設
いなべ市北勢町
阿下喜字中川原
3419番地１

250.2 t/日 適用無し

* 処理能力：
4.0t/0.5Hr/ﾊﾞｯﾁ×
8Hr
* ﾄﾞﾗﾑﾐｷｻｰ

3,502.8

屋外保管
施設

464.9 ㎡

* ①保管場所面積：
横幅×奥行=30.0×
9.0m   * ②保管場所
面積：ﾍﾛﾝの公式より
194.98㎡    * ①＋
②合計面積：464.9㎡

586 703.2

125.0 ㎥
* 5 区画容積：25.0
㎥ ×5=125.0㎥

125 150.0

24.3 ㎥
* 2 ﾋﾟｯﾄ容積：12.15
㎥×2= 24.3㎥

24.3 29.2

25.0 ㎥ * 1 区画

68.8 ㎡
* 保管場所面積：横
幅×奥行=5.615×
12.265m

118 141.6

35.8 ㎡
* 保管場所面積：
* (6.725×5.7m)-
(1.605×1.52m)

38 45.6

合計 1069.6

能力 & 面積･容
積

最大保管量（1069.8ｔ）＜１４日間処理能力（3502.8ｔ）

適用無し

屋内保管
施設

原料ヤード産業廃棄物
の保管場所

ピットヤード産業廃棄
物の保管場所

製品ヤード産業廃棄物
の保管場所

看  　板  　表  　示

汚泥、廃油、廃プラ
スチック類、ばいじ
ん、燃え殻、廃酸、

廃アルカリ、
ガラスくず・コンク
リートくず及び陶磁
器くず、鉱さい

北勢工場
阿下喜エ

リア

屋内産業廃棄物の保管
場所-Ｂ

屋内保管場所-Ｃ

産業廃棄物の中間処理施設

屋外産業廃棄物の保管
場所-Ａ

いなべ市北勢町
阿下喜字中川原
3419番地１

機密事項のため、縦覧不可です。 
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生活環境影響調査結果書 

 

１．施設の設置に関する計画等  

１－１ 施設の設置者の氏名及び住所 

設置者：エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社 

代表取締役社長 伊藤 祐介  

住  所：三重県いなべ市北勢町瀬木松之下６３３番地  

  

１－２ 施設の設置場所 

いなべ市北勢町阿下喜字中川原 3419 番地 1 

  

１－３  設置する施設の種類 

    混練施設 

 

１－４ 施設において処理する産業廃棄物の種類  

産業廃棄物：汚泥、廃油、廃プラスチック類、ばいじん、燃え殻、廃酸、廃アルカリ、 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい 

 

１－５ 施設の処理能力   

    250.2 t/日（8h） 

 

１－６ 施設の処理方式  

    連続式 

 

１－７ 施設の構造及び設備 

  位置図（別添図面－１、２）、配置図（別添図面－３～６）および機器図面 

（別添図面－８、９）のとおり 

 

１－８ 公害防止対策  

（１）全般事項 

  ・各設備は定期点検を実施し、正常な運転を行うとともに、維持管理を徹底します。 

・廃棄物運搬車両の走行に際しては、空ぶかしの禁止、急加速等の高負荷運転の回避及び 

アイドリングストップを励行します。 

・車両の整備・点検を徹底します。 

・廃棄物の保管や処理などについては、一部を除き基本的に全て建屋内で行うとともに、 

廃棄物の処理や荷下ろし、積み込み等の作業時には、建屋のシャッターを閉めて作業を 

行うなど、騒音、振動、粉じん、悪臭等の拡散を防止します。 

 

（２）騒音・振動防止対策 

    ・騒音・振動について、低騒音・低振動仕様の機器を使用します。 

 

（３）粉じん対策 

・粉じんを発生させる恐れのある廃棄物を扱う際には、散水、加水を行うこと等により、 

飛散を防止します。 

 

（４）悪臭防止対策 

    ・事前の受け入れ評価（臭気の強い廃棄物に関しては、分析評価者以外を含めた複数人  

および太平洋セメント㈱藤原工場の受入担当者の臭気評価にて処理可否判断）にて、 

いなべ市との協定を順守できないような悪臭物は扱いません。 

・万が一に備え、消臭剤等の薬剤を配備します。 

別添書類－４ 
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２．生活環境影響調査項目の選定  

 生活環境影響調査項目は、「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」（平成 18 年 9 月環境省） 

を基本とし、以下のとおり選定しました。 

 

  

２－１ 選定した項目及びその理由 

 【騒音・振動（施設の稼働）】 

施設稼働時に騒音、振動が発生する恐れがあるため、選定しました。 

  【悪臭（施設の稼働、保管施設）】 

臭気を伴う廃棄物を取り扱う可能性があるため、選定しました。 

 

２－２ 選定しなかった項目およびその理由  

【大気質・騒音・振動（廃棄物運搬車両の走行）】 

本施設により増加する車両台数の増加は、最大４２台／日である。 

本施設近傍道路（別添図面－１０参照）の交通量は、令和 3 年度全国道路・街路交通情勢 

調査結果より、 

・一般国道３０６号（いなべ市藤原町西野尻で調査）が５４９８台 

・県道西野尻垣内線（いなべ市藤原町東禅寺で調査）が２３９６台 

であるため、影響は軽微である（１．８％）と推測されることから、選定項目から除外しま 

した。 

【大気質（粉じん）・排水等の地下浸透（施設の稼働、保管施設）】 

廃棄物の処理はすべて建内で行うとともに、１－８に示す公害防止対策を実施することか 

ら、基本的に外部への飛散はありません。また、屋外の保管施設にはドラム缶、耐水性のフ 

レコン袋などの飛散・流出のない容器に入った廃棄物を保管することとしているため、選定 

項目から除外しました。 

また、処理施設、保管場所共に、コンクリートまたは非透水性アスファルトで舗装されて 

いることから、排水等の地下浸透も無いため、選定項目から除外しました。 

【水質（施設排水の排出）】 

本施設の稼働による排水は発生しないことから、選定項目から除外しました。  

選定しない 選定しない
施設の稼働および廃棄物保管
時の粉じんの飛散

選定しない

選定しない

〇 選定しない

〇 選定しない

〇 〇
施設の稼働および廃棄物保管
時の粉じんの飛散

選定しない

選定しない

選定しない

選定しない 選定しない 床洗浄時の排水等の地下浸透

生活環境影響要因と生活環境調査報告

振動

悪臭

生活環境影響要因

排水等の地下浸透

想定される生活環境保全上の
リスク

廃棄物運搬車両の走行による
排ガスの発生

施設の稼働及び廃棄物運搬車
両の走行による騒音振動の発

生

施設排水、設備機器の清掃、
床洗浄時の排水の排出

生活環境影響項目

二酸化窒素（NO₂）

騒音

大気質

水質

粉じん

ＳＰＭ

生物学的酸素要求量
（BOD）

浮遊物質量、全窒素、全リ
ン等（SS,T-N,T-P）

健康項目

施設排水の
排出

施設の稼働 保管施設
廃棄物運搬
車両の走行
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３．生活環境調影響調査結果 

 ３－１ 各調査項目の評価 

（１）騒音 

本施設には三重県生活環境の保全に関する条例の規制対象となる機器は無く、同条例に 

よる排出基準が適用されることはありませんが、これに準じて騒音の影響を評価します。 

本施設に設置する混練設備と同型機を用いた騒音測定（メーカー測定）の結果は以下の

とおりでした。 

 

 

また、騒音の距離減衰については、以下の計算式で計算できます。 

N2(dB)＝N1－20×log10（D2／D1） ・・・（計算式Ⓐ） 

P1 P2 

騒音発生源 

D1(m) 

D2(m) 

音圧レベル N1(dB) 音圧レベル N2(dB) 
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これらを用いて、以下の２地点における騒音評価を行います。 

[A]処理施設から最も近い敷地境界（処理施設より６ｍ）における騒音計算値 

（別添図面－１５ A 地点） 

[B]処理施設から遮蔽物のない方向で最も近い敷地境界（処理施設より５０ｍ）での騒音 

計算値（別添図面－１５ B 地点） 

 

[A 地点] 

計算式Ⓐに、D1＝5(m)、N1＝72(dB)、D2＝6(m)を代入すると、 

72－20×log10(6/5)＝70.4(dB) となります。（N1 には方向を考慮し⑪の値を代入） 

一方、建屋には石膏ボード（12.5mm 厚）及び窓（アルミサッシ、網入ガラス 6.8ｍｍ厚）

が施工されており、これらの遮蔽効果（透過損失）はそれぞれ 23dB、19dB である※ことか

ら、A 地点における騒音計算値は、70.4－19＝51.4(dB) となります。 

※実務的騒音対策指針（第二版）（日本建築学会編 技報堂出版）より 

 

[B 地点] 

C 地点における騒音計算値は、計算式Ⓐに D1＝5(m)、N2＝68(dB)、D2＝50(m)を代入し 

68－20×log10(50/5)＝48(dB) となります。（N2 には方向を考慮し⑯の値を代入。） 

 

以上より、いずれの地点においても施設の稼働時間帯（8：30～17：00）における規制基 

準（60dB）以下であることから、本施設の稼働による環境への影響は軽微であると評価しま 

す。 

 

 

（２）振動 

    本施設には、三重県生活環境の保全に関する条例の規制対象となる機器は無く、同条例によ 

る規制基準が適用されることはありませんが、これに準じて振動の影響を評価します。 

本施設からの振動の最大の発生源は混練設備本体であり、上記に示したメーカーによる 

振動測定結果より、発生源から１ｍ、５ｍ地点での最大値は 57dB となっています。 

これは、施設の稼働時間帯（8：30～17：00）における規制基準 60dB 以下であること 

    から、本施設の稼働による環境への影響は軽微であると評価します。 

 

 

（３）悪臭 

本事業場に対しては、悪臭防止法による臭気指数規制が適用されます。この規制基準値 

（敷地境界で１５以下）と、本施設の稼働に伴う臭気指数を比較評価します。 

阿下喜エリアでは現在、いなべ市との環境保全協定に基づき、半年に一度、敷地境界に 

おける臭気指数測定を実施していますが、既存施設が稼働を開始した２０１５年以降、臭 

気指数の値はすべて１０未満でした。 

本施設の設置（更新）にあたっては、取り扱う産業廃棄物の品目と能力は増えるものの、 

悪臭の発生原因となる産業廃棄物（処理前、処理後物）の保管量や１－８（４）に示す 

悪臭防止対策（＝受入基準）は更新前と変わらず運用する計画であることから、これまで 

どおり臭気指数規制はクリアできるものと判断します。 

よって、本施設の稼働における環境への影響は軽微であると評価します。  

平均 １２５Hz ２５０Hz ５００Hz １ｋHz ２ｋHz
石膏ボード（１２ｍｍ厚） 23 15 15 22 29 35
アルミサッシ（引違い）、ガラス網入（７ｍｍ厚） 19 16 20 21 18 19

名称
透過損失（ｄB）
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３－２ 総合的な評価 

【３－１ 各調査項目の評価】より、騒音、振動、悪臭の各項目における環境への影響は

軽微であると評価されること、また、【１－８ 公害防止対策】に示す対策を着実に実施す

ることなどにより、周辺環境への影響について、実行可能な範囲内で回避・低減されている

ものと考えます。 
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４．参考 

 

北勢工場では、いなべ市と環境保全協定を締結しています。 

その中で、測定項目および頻度、管理基準が設けられおり、その内容と、２０２３年度の遵 

守状況を下記に記載します。 

 

表３ 北勢工場に適用される法規制及びいなべ市環境保全協定 

 

＊水質については、処理に伴って排出される排水はありませんが、雨水等の排水は存在するため、 

いなべ市との環境保全協定上、雨水放流口にて測定を行っております。 

 

本施設についても、いなべ市環境保全協定書を締結し、環境保全に努めます。 

  

 

項目 
法規制・いなべ

市協定 
測定項目 管理基準 

※参考：２０２３年測定値（公

表） 

適

否 

 第１・第２エリア 阿下喜エリア 

水質

保全

（＊）  

いなべ市環境

保全協定書 

水素イオン濃度（PH）の測

定（毎月） 
5.8 以上 8.6 以下 

6.9～7.6 7.1～8.4 〇 

生物化学的酸素要求量

（BOD)の測定（毎月） 

25mg/ℓ以下 

（日間平均 20mg/ℓ） 

0.2～5.8 mg/ℓ 0.2 未満～

24.0 mg/ℓ 

〇 

浮遊物質（SS)の測定 

(毎月） 

90mg/ℓ以下 

(日間平均 70mg/ℓ) 

1.0 未満～

15.0 mg/ℓ 

1.0～41.0 

mg/ℓ 

〇 

大腸菌群数の測定（毎月） 

3,000 個／㎤以下 

（2025 年４月より 800CFU／

mL） 

1 未満～12 個

／㎤ 

1 未満～69

個／㎤ 

〇 

ノルマルヘキサン抽出物質

（鉱油類含有量）量の測定

（毎月） 

5mg/ℓ以下 

1mg/ℓ未満 1mg/ℓ未満 〇 

騒音 
いなべ市環境

保全協定書 

敷地境界における測定（毎

月） 

朝 6:00～8:00、夕 19:00～

22:00  55dB 以下 

49.6～54.3ｄB 49.7～54.8ｄ

B 

〇 

昼間 8:00～19:00  60dB 以下 
50.2～55.1ｄB 53.0～59.7ｄ

B 

〇 

夜間 22:00～翌朝 6:00  50dB

以下 

操業無し 操業無し 〇 

悪臭 

悪臭防止法 

 

いなべ市環境

保全協定書 

敷地境界及び排出口にお

ける臭気指数の測定 

1 号規制基準（敷地境界）：臭

気指数 １５   〔年 2 回実施〕 

10 未満 10 未満 〇 

2 号規制基準（排出口）：臭気

指数 ４６  

 （今回設置する中間処理施設

について、悪臭防止法に規定

する計算方法により算出した数

値）〔年 1 回実施〕 

30～36 排出口無し 〇 
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別添書類－５ 
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エ

リ

ア 

エリア 

別添図面－１ 事業場の位置 
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別添図面－２ 処理施設の位置（拡大図）および敷地境界 

処理施設（更新） 

敷地境界 
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別添図面－３ 産業廃棄物受入施設（屋内） 

 

処理前廃棄物保管場所 

（保管場所 B、保管場所 C） 

（容器類に入った処理前の廃

棄物の保管場所） 

 

保管する種類： 

汚泥、廃油、廃プラスチック類、

ばいじん、燃え殻、廃酸、 

廃アルカリ、ガラスくず・コン

クリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい 

処理前廃棄物保管

場所（原料ピット、

原料ヤード） 

（ダンプ車などバラ

で入荷したものや、

容器類から取り出し

た処理前の廃棄物の

保管場所） 

 

保管する種類： 

汚泥、廃油、廃プラ

スチック類、ばいじ

ん、燃え殻、廃酸、 

廃アルカリ、ガラス

くず・コンクリート

くず及び陶磁器く

ず、鉱さい 

 

エリア 

原料ヤード保管量：25 ㎥×5 か所＝125 ㎥ 

原料ピット保管量：24.3 ㎥ 

製品ヤード保管量： 

25 ㎥ 

凡例 

：受入施設 

 ：原料ヤードの保管場所区画線 

 

 

 

1m 

4m 
5m 

保管場所 B 

保管場所 C 

保管場所 B 保管量：68.87 ㎥ 

保管場所 C 保管量：35.89 ㎥ 

 

 

散水タンク 
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別添図面－４ 産業廃棄物受入施設（屋外） 

処理前廃棄物保管場所 

（ドラム缶、耐水性フレコン袋など、雨に濡れても溶

出しない容器に入った廃棄物のみ保管する場合があ

ります。） 

 

保管する種類： 

汚泥、廃油、廃プラスチック類、ばいじん、燃え殻、

廃酸、廃アルカリ、ガラスくず・コンクリートくず及

び陶磁器くず、鉱さい 

 

管理事務所 

 

トラックスケール 
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別添図面－５ 産業廃棄物処理施設場所 

 

エリア 

原料ピット保管量：24.3 ㎥ 

製品ヤード保管量： 

25 ㎥ 

凡例 

：処理施設（更新） 

 

保管場所 B 

保管場所 B 保管量：68.87 ㎥ 

保管場所 C 

保管場所 C 保管量：35.89 ㎥ 

散水タンク 
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別添図面－６ 処理後の廃棄物保管場所（製品ヤード：製品保管場所） 

 

エリア 

原料ヤード保管量：25 ㎥×5 か所＝125 ㎥ 

保管場所 C 保管量：35.89 ㎥ 

原料ピット保管量：24.3 ㎥ 

保管場所 B 保管量： 

68.87 ㎥ 

製品ヤード保管量： 

25 ㎥ 

凡例 

：処理後の保管場所 

：製品ヤードの保管場所区画線 

 

 

1m 

4m 
5m 

 

 

散水タンク 
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別添図面－７ 処理フロー 

 

●屋内施設 

処理する産業廃棄物の種類： 

汚泥、廃油、廃プラスチック類、ばいじん、燃え殻、廃酸、廃アルカリ、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい 

 

※すべての品目で同じ処理フローとなり、処理物の全量が太平洋セメント㈱藤原工場へ供給され再資源化されます 

 

凡例 

：受入施設（既存） 

：処理施設（更新） 

：処理後の保管施設（既存） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受 入 

 

 建屋内 

受入施設 

建屋外 

受入施設 

中間処理 搬 出 

混練施設 

製品ヤード 

トラック 

積込 

太平洋セメント㈱ 

藤原工場 

荷姿：バラ 

荷姿：容器 

ドラム缶等 
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立面図 

 

 

 

更新機器 

マゼレーKB6200

型 

製品ヤード保管量： 

25 ㎥ 

別添図面－８ 処理施設の構造及び設備（処理施設図面） 

凡例 

：受入施設（既存） 

：処理施設（更新） 

       ：処理後の保管施設（既存） 

更新機器 
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  D：パドル外径 

0.6ｍ 

ｎ：主軸回転数 

205rpm 

ｐ：パドルピッチ 

0.05ｍ 

別添図面－９ 処理施設の構造及び設備（処理施設構造図） 

機密事項のため、縦覧不可です。 
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鎌田交差点 

搬出路 

いなべ市道阿５０号線 

いなべ市道阿

５２号線 

いなべ市道

阿３７号線 

エ

リ

ア 

エリア 

搬入路 

国道３０６号線 

（交通量調査道路） 

県道西野尻垣内線 

（交通量調査道路） 

別添図面－１０ 搬入出経路図 

管理事務所 
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別添図面－屋外施設 ４ 産業廃棄物保管場所（屋外保管施設）、泡消火設備場所 

屋外施設の処理前廃棄物保管場所（屋外保管施設） 

 

新規施設の処理後の保管場所 

（廃棄物保管施設ではありません） 

管理事務所 

泡消火設備 

新規処理施設（V-903）図面未完成の

ため、参考として同一仕様となる第

２エリア処理施設（V-703）の図面を

添付します 

新規処理施設（V-903）図面未完

成のため、参考として同一仕様と

なる第２エリア処理施設（V-703）

の図面を添付します 

新規処理施設（V-903）図面未完

成のため、参考として同一仕様

となる第２エリア処理施設（V-

703）の図面を添付します 

別添図面－１１ フェンス設置場所 

 

排水口 

排水経路 

 

フェンス設置場所 

入出門 

入出門 
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別添図面－屋外施設 ５ 産業廃棄物保管施設 

新規施設の処理前廃棄物保管場所 

T-901,902 タンク（各 31.5ｋL） 

保管する種類： 

引火性廃油、特定有害廃油 

新規施設の処理前廃棄物保管場所 

T-904 タンク（95ｋL） 

保管する種類： 

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、 

廃プラスチック類、ばいじん 

凡例 

：屋外施設の保管施設（新規施設） 

：屋外施設の中間処理施設（新規施設） 

：屋外施設の処理後の保管施設等（既存施設） 

 

別添図面－１２ 阿下喜エリア全体内周側溝位置及び排水経路図、管理事務所位置 

 

排水口 排水口 

排水経路 

排水経路 

排水経路 

排水経路 

油水分離槽 

油水分離槽 

入出門 内周側溝位置 

 

管理事務所 



別添図面／屋内 p. 13 
 

 

 

 

 

エ

リ

ア 

エリア 

別添図面－１３ 排水経路図（事業計画地外） 

員弁川に合流 



別添図面／屋内 p. 14 
 

 

 

 

 

  

阿下喜エリア 

原料ヤード保管量：25 ㎥×5 か所＝125 ㎥ 

屋内保管ヤード保管量：35.89 ㎥ 

原料ピット保管量：24.3 ㎥ 

 

更新処理施設設置位置                       

製品ヤード保管量： 

25 ㎥ 

消火器位置 

別添図面－１４ 消火設備配置図 

 

 

 

 

散水タンク 



別添図面／屋内 p. 15 
 

 

騒音最大場所 約１．５ｍ 

 

排気塔直近敷地境界 約９ｍ 

 

 

 

 別添図面 ３ 処理施設の位置（新規施設） 

排水口 

  

新規施設設置場所                       

新規処理施設設置位置                       

約５０ｍ 

 

開口部 

 開口部 

 

別添図面－１５ 敷地境界騒音評価地点 

 

凡例 

：処理施設（更新） 

 

：敷地境界 

 

6ｍ 

 

：建屋の壁（外側：ガルバリウム鋼板、内側：12.5ｍｍ厚石膏ボード） 

：建屋窓（処理施設近辺のみ表示）（アルミサッシ、網入ガラス 6.8ｍｍ厚） 

A 地点 

：騒音評価地点 

B 地点 



別添図面／屋内 p. 16 
 

 

別添図面－１６ 施設設置場所（関係地域） 

 

 

 

鎌田交差点 

いなべ市道阿

３７号線 

 
 

 

関係地域（事業計画地より１００ｍ内） 

エ

リ

ア 

エリア 


